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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

こ
の
一
〇
年
間
、
国
内
の
生
産
台
数
を
ほ
ぼ
横
ば

い
に
維
持
す
る
中
、
事
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
し
、

海
外
生
産
は
約
三
倍
に
拡
大
し
た
。
現
在
は
、
二
四

カ
国
四
四
拠
点
で
生
産
し
て
い
る
。
総
資
産
は
こ
の

一
〇
年
で
二
倍
程
度
に
な
っ
た
が
、
利
益
は
約
九
倍

と
な
り
、
R
O
A
、
R
O
E
等
効
率
性
も
同
時
に
向

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
、
国
内
外
の
新
し

い
考
え
方
、
管
理
指
標
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
一
方
で

自
動
車
事
業
と
い
う
「
モ
ノ
づ
く
り
」
を
基
盤
と
し

た
企
業
風
土
を
維
持
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た
。

経
理
財
務
の
視
点
で
は
、
売
上
高
利
益
率
に
よ
る

P
／
L
上
の
効
率
化
に
加
え
、
B
／
S
上
の
効
率
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
か
ら
見
た
リ
ス
ク
管
理
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、
重
点
と
す
る
「
も
の
さ

し
」
を
使
い
分
け
て
き
た
。

こ
の
一
〇
年
間
に
、
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
は
原
価
改
善
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
ス

リ
ム
化
。
原
価
改
善
活
動
に
お
い
て
経
理
財
務
部
門

の
重
要
な
役
割
は
原
価
情
報
の
「
見
え
る
化
」。
実
際

の
活
動
を
行
う
設
計
部
門
や
生
産
現
場
に
原
価
や
損

益
の
構
造
を
見
え
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

自
立
的
、
組
織
的
、
継
続
的
な
改
善
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
年
間
の
原
価
改
善
効

果
を
一
〇
〇
〇
億
円
程
度
か
ら
三
〇
〇
〇
億
円
レ
ベ

ル
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
は
、
一
つ
め
は
設
備
投
資
の

効
率
化
。
一
車
種
当
た
り
、
一
エ
ン
ジ
ン
当
た
り
の

投
資
額
は
大
き
く
低
減
し
た
。
固
定
資
産
回
転
率
等

の
指
標
で
見
て
も
、
着
実
に
固
定
資
産
の
効
率
性
は

上
が
っ
て
い
る
。
二
つ
め
は
資
金
効
率
の
向
上
。
事

業
の
拡
大
に
伴
い
複
雑
に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
会
社
間

の
債
権
債
務
を
日
本
・
北
米
・
欧
州
・
ア
ジ
ア
の
各

地
域
セ
ン
タ
ー
中
心
に
整
流
化
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す

る
こ
と
に
よ
り
、
為
替
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
や
送

金
等
の
手
数
料
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

C
M
S
を
通
じ
た
連
結
内
資
金
の
一
元
管
理
や
イ
ン

ハ
ウ
ス
バ
ン
キ
ン
グ
の
導
入
に
よ
り
外
部
借
入
れ
を

圧
縮
し
た
。
三
つ
め
は
資
本
効
率
の
向
上
。
こ
こ
七
、

八
年
で
約
一
兆
八
〇
〇
〇
億
円
の
自
社
株
取
得
を
実

施
し
た
結
果
、
資
本
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
長
と
効
率
の
追
求

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
の
一
〇
年
間

で
会
社
は
大
き
く
成
長
し
、
か
つ
効
率
性
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後
も
こ
の
「
成
長
と
効
率
」

を
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
と
っ
て
成
長
の
な
い
会
社
は
魅
力
が
な
い
し
、

成
長
は
会
社
の
活
力
の
源
泉
。
ま
た
、
株
主
の
皆
様

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
会
社
で
あ
る
た
め
に
は
、
も
っ

と
効
率
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
て
の
会

社
に
と
っ
て
共
通
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
う
が
、

当
社
に
と
っ
て
も
永
遠
か
つ
最
大
の
課
題
だ
。

（
一
）
成
長
と
短
期
収
益
の
バ
ラ
ン
ス

成
長
の
た
め
に
は
安
定
的
に
先
行
投
資
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
当
社
で
は
年
間
約
一
兆
円
の
設

備
投
資
と
六
〇
〇
〇
億
円
の
技
術
開
発
投
資
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
積
極
的
な
成
長
投
資
を
支

え
る
に
は
十
分
な
短
期
収
益
が
必
要
。
コ
ア
技
術
を

強
化
し
て
足
元
の
収
益
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
、
結

果
的
に
は
安
定
的
な
成
長
投
資
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

最
近
で
は
社
会
的
責
任
投
資
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
十
分
な
短
期
収
益
が
求
め
ら
れ
る
。

（
二
）
経
営
資
源
の
戦
略
的
配
分

我
々
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
、
新
規
事
業
、
金

融
事
業
、
そ
れ
か
ら
自
動
車
事
業
の
中
で
エ
マ
ー
ジ

ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
投
資
と
日
米
欧
の
よ

う
な
成
熟
市
場
に
対
す
る
投
資
、
そ
し
て
現
預
金
等

の
資
産
が
あ
る
。
成
熟
し
た
国
・
事
業
か
ら
は
安
定

的
に
多
く
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
回
収
し
、
新
規

の
国
・
事
業
か
ら
は
い
か
に
早
く
回
収
す
る
か
と
い
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ト
ヨ
タ
自
動
車
代
表
取
締
役
副
社
長

ト
ヨ
タ
二
一
世
紀
の

成
長
戦
略



う
活
動
が
基
本
で
あ
る
が
、
加
え
て
リ
ス
ク
（
不
確

実
性
）
と
リ
タ
ー
ン
（
収
益
機
会
）
が
異
な
る
こ
れ

ら
の
資
産
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
、
会
社
全
体
の

リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
最
適
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
が
必
要
。
自
動
車
事
業
の
成
長
の
た
め
に
は
ど

う
し
て
も
中
国
、
イ
ン
ド
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
等
の
発
展
途
上
国
へ
の
進
出
が
不
可
欠
だ
が
、

リ
タ
ー
ン
を
追
う
あ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
全
体
の

リ
ス
ク
が
増
え
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
資
産
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
会
社
が
非
常
に
大
き
な
リ
ス

ク
を
抱
え
る
か
、
成
長
が
止
ま
る
か
、
ま
た
は
効
率

が
非
常
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
自
動
車
事
業
と
金
融
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
。
当
社
の
金
融
事
業
は
、
自
動
車
や
住
宅
の
販

売
金
融
。
本
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
あ
る
範
囲
内

で
や
っ
て
い
る
。
自
動
車
事
業
の
健
全
性
を
維
持
す

る
こ
と
で
A
A
A
の
格
付
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
金
融
事
業
が
有
利
な
資
金
調
達
が
で
き
、
そ

れ
が
自
動
車
販
売
促
進
に
繋
が
っ
て
更
に
信
用
力
を

高
め
て
い
る
。
当
社
は
両
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
分
け
て
管
理
し
、
ま
た
開
示
し
て
い
る
が
、
両
事

業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
性
格
は
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
、
連
結
全
体
の
健
全
性
と
効
率
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
拡
大
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
管
理
が
重
要
。

人
材
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
も
重
要
。
ど
こ
に

ど
ん
な
人
材
を
配
分
す
る
こ
と
が
一
番
効
率
が
い
い

の
か
。
将
来
ど
の
国
に
ど
の
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

置
く
か
。
ど
の
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
る
か
と

い
う
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
常
に
議
論
し
て
い
る
。
特

に
重
要
な
経
営
資
源
で
あ
る
資
金
、
人
材
、
そ
れ
に

情
報
装
備
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ど
う
配
分
す
る
か
を
経

営
陣
で
議
論
す
る
場
と
し
て
、
財
務
委
員
会
、
人
材

戦
略
委
員
会
、
情
報
戦
略
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

（
三
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

一
つ
め
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
多
様
化
が
重
要
だ
。

二
〇
〇
一
年
に
「
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
」
を
ま
と
め
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
全
部
ト
ヨ
タ
色
に
塗
り
つ
ぶ
す

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
の
発

展
の
た
め
に
は
、
多
様
な
国
、
文
化
を
も
つ
人
た
ち

の
知
恵
を
集
め
、
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。
価
値
観
を
共
有
す
る
た
め
に
守
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ト
ヨ
タ
と
、
現
状
を
打
破
す
る
た

め
に
ぶ
ち
こ
わ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ト
ヨ
タ
を
分

け
て
、
多
様
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
い
く
。
そ

れ
が
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
の
進
化
だ
。

二
つ
め
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
会
社
を
し

っ
か
り
グ
リ
ッ
プ
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
。
現

在
、
企
業
改
革
法
四
〇
四
条
に
則
っ
た
内
部
統
制
の

仕
組
み
作
り
に
世
界
中
で
対
応
中
だ
。
大
変
な
コ
ス

ト
と
作
業
だ
が
、
既
存
の
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
や
仕
組

み
を
総
点
検
し
、
業
務
の
効
率
性
や
有
効
性
、
財
務

の
透
明
性
を
高
め
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て
い

る
。三

つ
め
が
、
I
T
の
戦
略
的
活
用
。
会
社
拡
大
の

速
度
が
早
い
時
に
は
、
人
材
育
成
の
速
度
が
追
い
つ

か
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
意
味
で
も
I
T

の
活
用
が
非
常
に
重
要
。
今
後
は
拡
大
す
る
サ
プ
ラ

イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
や
、
人
材

育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
ナ
レ
ッ
ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
に
I
T
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。
社
内
に

暗
黙
知
と
し
て
あ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
で
き
る
だ
け

明
示
知
に
し
て
、
誰
で
も
引
き
出
し
て
使
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
あ
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
前
の
よ
う
に
実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
に
何
を
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
い
く
か
を
常
に

考
え
な
が
ら
、「
成
長
と
効
率
の
追
求
」
と
い
う
最
大

か
つ
永
遠
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
。
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